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雷保護設備　強度計算書

１．条件
設　置    高  さ 　m

支 持 管 の全 長   m

支 持 管 の材 質 STK400　許容応力＝23500 N/cm2

突  針  の 種  類 LR1型突針  Lt=0.46

風　　　　速　　　V0 国交大臣の定める風速

地表面粗度区分

2. 支持管寸法
外径 （mm） 板厚 （mm） 管長 （m） 断面係数 （cm3） 質量m（Kg）

Z1

Z2

（質量合計）

3. 風力係数
サヤ管Cf=0.9kz=0.9（Z/H）^（2α）= （ / ）^（2× ） =

１段目 Cf=0.9kz=0.9（Z/H）^（2α）= （ / ）^（2× ） =

２段目 Cf=0.9kz=0.9（Z/H）^（2α）= （ / ）^（2× ） =

4. 速度圧
Er = 1.7×（ / ） =

Gf =

E = 2 × =

q = 0.6 × × 2 =

5. 風圧計算（N）
Qs = × × × =

Qt = × × =

Qa = × × × =

Qb = × × × =

風圧力合計ΣQ=

6. 支持管の曲げモーメント（N-cm）
Ma = 1/2 ×100 x  x

       +（ Lt/2 + ）x 100x =

Mb = 1/2 ×100 x  x

       +（ /2+ ）x 100x

       +（ Lt/2 + ）x 100x =

7. 支持管の曲げ応力 （N/cm
2
）

σa = Ma / Z1 = / =  < ＯＫ
σｂ = Mb / Z2 = / =  < ＯＫ

上記の計算により､この支持管は建築基準法に
規定する風圧に､耐える強度を有する。

備考）　計算結果は丸めておりませんので、電卓での計算とは数値が異なります。
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避雷設備支持管風圧強度計算書
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材質 : SS400　許容応力＝23,500 （N/cm2）
ベースプレートの板幅 （mm）
ベースプレートの板厚 （mm）
アンカーボルトのピッチ （mm）
アンカーボルトの径 （mm）
アンカーボルトの埋込深さ （mm）
アンカーボルトの材質: SS400

1.取付台モーメント計算
ｻﾔ管　Ms= x （ /2） =
突針　　Mt= x （ + /2 ） =
1段目　M1= x （ - /2 ） =
2段目　M2= x（ - - /2 ） =

モーメント計 MT= N-m
2.ボルト引張力
　点Aでのモーメントの釣り合いより、ボルトにかかる引張力Tbは

Tｂ = MT×1000/ L3     = N
L3=s+（b-s）/2  =

3.ボルト有効断面積Ａは
M の場合 A = cm2

4.ボルトの引張応力σtは、ボルト２本で受けるため
σt = Tｂ /（ A×2）　　　　　＝ < N/cm2 ＯＫ

ボルト引張許容応力度（短期）= N/cm2

5.ボルトの剪断応力σs

  風圧力の総計ΣQは「避雷針の風圧強度計算書」より
ΣQ= N

 これもボルト２本で受けるとすると

σs = ΣQ / （A×2）　　　　＝ < N/cm2 ＯＫ

ボルトせん断許容応力度（短期）= N/cm2

6.ベースプレート曲げモーメントMb
　危険断面をａーａラインとし、その断面幅をＬ1とし、
　危険断面からボルトまでの距離を　Ｌ２とすると

Ｌ１＝ （ b - s ） ×　√2  =
Ｌ２＝ 〔（b/2 + 12 ）-（b-S）〕／√2 =

     曲げモーメント  Mb = （Tb/2） × L2／10  = N-cm

7.曲げ応力σm

ﾍﾞｰｽプレート断面係数 Zb

  Zb= 1/6  ×　L1 × t  2 × 10-3  = cm3

σm= Mb / Zb  = < N/cm
2

ＯＫ

短期許容曲げ応力度　= N/cm2

（結論）
上記の計算によりこのアンカーボルトとベースプレートは
建築基準法による強度を有する。

8.アンカーボルトの埋込み長さの検討
FC : コンクリート圧縮強度 = N/mm2

fa：コンクリートの付着応力度（短期）
fa = mim [ fa1  ,   fa2  ]

fa1 = 〔（6/100）　×FC　〕 × 1.5 = N/mm2

fa2 =　1.35　 × 1.5 = N/mm
2

よって、　fa = N/mm2

 アンカーボルトの必要定着長　TL（mm）
2.ボルト引張力より　Tb＝ N
Tbは、ボルト2本にかかる荷重の為

TL = （Tb/2） / （fa×π×d） +20 = mm 以上必要

【判定】　（ｌｄ　≧　TLならばOK）
設計時ボルト埋込み深さ　：　ld（mm）

mm > mm） ＯＫ

上記の計算によりこのアンカーボルトの
埋込み長さは、十分である。
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d : 16
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S : 300

アンカーボルト、ベースプレート（自立型）強度計算書

b : 400
t : 16
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